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トーマス◎マンの

『ファウストゥス博士』における時間の多層構造

ドイツ語学専攻福元圭太

薯。

　トーマス・マンの長篇小説『ファウストゥス博士・一友人によって語られ

たドイツの作曲家、アードリアン・レーヴァーキューンの生涯』（1947年）

は、一読しただけでは容易に見通すことが難しい、複雑かつ精緻な構造をも

ち、また、この小説が内包する諸々の内容に関する問題を十全に理解しよう

とするなら、読者からは広範な文学的・社会的・歴史的知識と鋭い洞察力が

求められるであろう。

　構造の精緻さを示す一例として、驚くべき数の整合性をあげてみよう。こ

の小説の初版本では全772ページ中、ちょうど中間の386ページ目から、主

人公アードリアンのプァイフェリングでの新生活が始まっている。この時点

でアードリアンは27歳半、その死はちょうど2倍の55歳の時である。章の構

成も、47章および終章（Nac轟se簸rifので計48章となるが、これはシェーン

ベルクの12音技法をモデルにXX聾章で展開される12音音列の4つの変形

すなわち原形．反行、逆行、反行の逆行、つまり12×4＝48の数に対応し

ているかのように思われる。デューラーの銅版画rメランコリア』に描かれ

ている魔法陣がこの小説のいたるところで象徴的な意味を担っているのだが、
　　　　　11）
この小説の構造自体がすでに魔法陣的といえるのではないだろうか。

　小説の構造に関しては更に、ツァイトブロームという虚構の語り手を設定

していること、ニーチェの生涯やニーチェに関する文献、ファウスト関係の

民衆本、シェイクスピアの著作、ルターの書簡、ヴェッツェルトのrデュー・
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ラー』、キルケゴールの著作、T・W・アドルノの音楽論等の文献、ならびに

マン自身の体験やマンの家族の生涯等からの、無数のモンタージュなどが問

題となるであろう。

　内容に関して中心となる問題の輪郭を描いてみると、芸術や文化一般の危

機的状況とその分析ならびに批判、更にそのような危機的状況は、トニオ・

クレーガーにおけるような日常的・市民的生に対する憧憬と愛情とによって

は、その市民的生が第一次世界大戦とその後のファシズムの中ですでに崩壊

してしまっているがゆえに、もはや止揚され得ないという事実、このような

芸術創造の極めて困難な時代にあって、なお創作を可能にする唯一の方法と

しては、パロディーしか残されていないのではないか、ということ、そして

悪魔と契約を結び地獄の劫火に焚き付けられてのみこの危機がr打開」され、

偉大な作晶が生み出され得るのだ、といった極限状況、更に内面性・音楽性

といったドイツ人の本質的性格に関する問題、神学と悪魔学とのディアレク

ティーク、病気が天才を創造するという考え、主人公アードリアンの病状に

平行して進行・悪化していくファシズム等々。

　以上のような複雑多岐にわたる諸問題のコンプレックスであるこの作品を

わずかなりともこの小論で解きほぐそうとするなら、焦点を定めたアプロー

チの方法が必要となるであろう。そこでこの小論では、この小説が示す時間

の多層性という特徴に注目し、どのように異なった時間平面が構成されてい

るか、そして、それがどういう意味をもつものであるかが考察の対象となる。

2．

　マンは1940年3月10日の日記にrファウストゥス博士』が「わたしの最後

のノヴェレ」になるであろうと記している。42年10月24日の日記には、ボー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2＞
ダッハによる‘‘N厩お漉εs翫sα醗壷掘み彫。ゲを読み、新たにファウスト小

説の構想に思いいたったこと、43年の3月14日、15日には、　rファウストゥ
　　　　　　　　　　　　131
ス博士』の構想が実際に始まった、といった記録がある。以来マンの日記に
　　　　　　　　　　　　　　《ξ）
は、フーゴー・ヴォルフの書簡集や　‘‘Gεs勉R㈱礎oγ㈱”、ブラウンの

”1冤ε甜scんε協dl　d娩Frα麗か’、シェイクスピアの“S謡r疏鍛r躍7ε醗pε8かつ、フ
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アウストの民衆本、ベッカーによる音楽史、ストラヴィンスキーの回想録、

ルターの書出訴、ヴェッツェラーの『音楽への道』、ヴェッツェルトの『デ

ューラー』、1487年に書かれた“Hεκε醜㈱πLθ〆（『魔女の槌』）等々の様

々な文献から覚え書きをつくったという記録があり、また43年5月4日には、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
孫のフリードの口癖である“’habt”を「ネポムク・シュナイデヴァインに用

いよう」と記されている。5月8日の日記には、「シェーンベルクと会見、
　　　　　　　　　　（6）
音楽と音楽家存在について多くを聞き出した」とある。5月17日には、主人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
公の名を「AnselmかAndreasか、あるいは．4d磁πにするか」という選択

肢があげられている。
　　　　　　　　　（8）
　このようにマンは、執筆を前にして数多くの覚え書きをつくっていったが、

それについてガファウストゥス博士の成立』（以下r成立』とのみ記す）では

次のように書かれている。

　「この頃にはすでに、計画の複雑さを証明する大部な覚え書きの束がたまっ

ていた。すなわち、四つ折り判を半分にした用紙約200枚ほどの分量で、その

紙上には、言語、地理、政治社会、神学．医学、生物学、歴史、音楽などとい

う多方面な領域から取った様々な資料が、縦横に走る線でかこまれて無秩序に

ひしめきあっていたのである。」
　　　　　　　　　　　　（9）

　そしてついに43年5月23日、マンは『ファウストゥス博士』を書き始める

のであるもここで少しこの小説の形式でおそらく最も特徴的な漉勧語

り手、ツァイトブロームの設定について言及しておきたい。

　マンはそれについて、「自分と物語の対象との間にr友人』という媒介」

をおき、　「ロマンを書くのではなく、伝記というものの特性を完備した伝記」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フマIU）
を書くことにした、としている。ツッイトブロームという人物は良心的古典
ニスト

学者であり、そのあまりの実直さのためにしばしば滑稽味を帯びた人物とし

て描かれることさえある。このような語り手を設定することをマンは、「陰

惨な素材を幾分か明朗化して、素材に含まれたいろいろな恐ろしさが、私自

身にも、また読者にも堪え得るものにするために、是非とも必要なことだっ

た」と述べる。つまり、「無気味な構想の基礎になっている一切の直接的な
　（121

もの、個人的なもの、告白的なものによる刺戟」を間接化、滑稽化して「い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（璽3｝
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くらか肩の荷を軽く」することに、ツァィトブロームが根本的な役割を果た
　　　　　　　　　11喚》
しているのだといえよう。

　しかし、こういう虚構の語り手を挿入することでマンが獲得したものは、

「何よりもまず、物語を二重の平面でくりひろげるという可能性」であった◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛151
つまり、ツァイトブロームが叙述する、1885年から1940年にわたるアードリ

アンの生涯と当時の時代状況、およびツァイトブローム自身の執筆時問であ

る1943年から45年にかけての、第二次世界大戦末期におけるドイツの悲惨な

状況とを「ポリフォーンに絡み合わせ」、独特な暗示的パラレリテートを構
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑯
成する可能性を、マンは獲得しているのである。

　ところでマンは、自らが執筆を始めた日と同じ1943年5月23日に、ツァイ

トブロームにも伝記を書き始めさせているが、これはこの小説全体の特色を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　の　　コむ
示すもの、「この二面に付きまとっている、独特な現実性」という特色を示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛171．。。
すものである、としている。ではいったい、この「独特な現実性」とは、ど

ういうことをさすのであろうか。

　マンによればそれは、一方では「レーヴァーキューンなる人物や作曲や伝

記という虚構を、厳密に、煩環にわたるほどに、現実化するための遊戯的な

努力」であり、また他方では「実際の事件や、歴史的な事件や、個人的な事

件や・いや文学的な事件をも・鰭慮に小説中に取り入れる遺り方」ぷ意味

している。つまり．虚構であるものを現実と絡み合わせ、虚構と現実との区

別がつきにくくなっていることが、ここでいわれているr現実性」，であると

いえよう。そして、現実化のために「実際の事件や、歴史的な事件や、個人

的な事件や、いや文学的な事件をも、無遠慮に取り入れる」ことをマンは、

「この作品の構想心するもの・鯉創1噛するもの」であ旛モンター

ジュ技法と呼んでいる。しかし、マンにおけるモンタージュ技法の：概念定義

は、非常に幅の広いものであることを注記しておかねばなるまい。

　モンタージュ（M◎nもage）はフランス語の“montage”（組み立てること）

に由来し、ドイツ語ではそれは、機械や建築物を組み立てる意味の‘短on一

もiereバとなる。このように本来はr組み立て」を意味しているモンタージ

ュは、今日では特に映画や写真の技術用語として用いられることが多い。映

画の場合モンタージュとは、エイゼンシュタインらの映像に見られるように、

close－up（大写し）、　bust（半身）、　fuU（全身）、10ng－sh◎t（遠写）という四
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つのショットサイズの組み合わせで、それぞれに独立したフィルムの断片を

つなぎあわせ、それぞれが有する美や意味は残しながらも、全体としての新

しい美や意味を生み出そうとする手法をさし、また写真におけるモンタージ

ュとは、数種の被写体を一枚の印画紙上に合成して特殊な効果を狙う手法を

いう。

　文学における狭義のモンタージュ技法は映画のそれから導入され、様々な

源泉に取材した事実や言語、文体、思想等のi接合をさしている◎

　しかし、その場合．次のような記述をどう理解すればよいのか◎

　「引用というものは機械的な性質を持っているにもかかわらず、特別に音楽

的なところのあるものだが、その上に引用というものは虚構に変化する現実で

あり、現実的なものを吸収する虚構であって、現実と虚構という二つの領域の、

独特に夢想的で魅惑的な混合というべきものなのだ。＿チャイコフスキーの女

友達で、決してその姿を見せなかった、あのフォン・メック夫人のことを引き

継いでこの小説にド・トルノ夫人という人物を出したのは引用である。あの求

婚の話、軽率にも友人を結婚申込みの使者として恋人のところへやるという話

…これも引用である。」

　　　　　　　　㈲

上の「引用」ということばはしかし、一般的な定義にしたがえばモンター

ジュというべきであろう。というのも、引用とは通常、すでに構成されたテ

クストからの言葉どおりの．あるいは、ほんの少しだけ変化が加えられてい

るが、ほぼ言葉どおりの拝借を意味するからである。この意味における引用

については次のようにある。

　rXXV章の悪魔に『この人を見よ』から引用させた．．．」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛21｝
　「アードリアンはこれらの戯曲（シェイクスピアの戯曲）から直接に引用した

文句を挿入しては、ひそかにそのことを楽しむのであるが．．．」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛22｝

　実際にアードリアンの言葉の中には、シェイクスピアからそのままとられ

たものがある。それが最もはっきりとしているのは、英語で書かれたシェイ

クスピアのオリジナルをそのまま用いている次の箇所であろう。
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“Then　to　the　eleme：nts．　Be　free，　and　fareもhou　we11！”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23｝
（「コレラ最後ニオ前ヲ宙二解キ放チ、自由ノ身ニシテヤロウ。達者二暮ラ

スガヨイ！」）

　以上のことを整理してみると次のようになろう。すなわち、マンにおいて

は引用（Ziもat）ということばは、過去のテクストからのそのままの拝借とい

う通常の意味とともに、モンタージュとほぼ同義にも用いられることがある、

ということであり・この両者の弁別は時として騰であ激そこでこの小論

では、引用もモンタージュの一種として理解することにする◎

3、

　上にも述べたように、この小説における時間の多層性という点で最も明確

なのは、アードリアンの生涯の時間（1885年忌ら1940年）とツァイ・トブロー

ムの執筆時間（1943年から1945年）という二つの時間層であるが、様々なモ

ンタージュによって作品に取り込まれている時間層は、更に深くドイツの中

世にまで遡っている。例として、アードリアンがギムナジウム時代を過ごす

カイザースアッシェルンという架空の町がどのような源泉からのモンタージ

ュで構成されているかを観察してみよう。

　カイザースアッシェルンはハレのいくらか南方、ライブツィ・ヒ、ヴァイマ

ール、マグデブルクからも近く、人口は27，000人冠機械、皮革、化学薬品、

製粉等の工業を有し、鉄道の要所であるとされている。カイザースアッシェ

ルンのこれらの諸特徴は、L・フォスの綿密な研究で明らかにされているよ

うに、Mのεアs　drε泌伽d‘ges　Le3じε加π（8。　AuHage，・1931／32）のWit七enberg，

Merseburg，　Eisleben，　Quedlinburg，　A　s　h6r　s　l　eben等の項からマンが覚え書

きをつくり、それをもとにモンタージュされたものである。フォスはチュー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25｝
リッヒにあるトーマス・マン・アルヒーブ所蔵の、先にあげたr四つ折り判

を半分にした用紙約200枚」にのぼるマンの覚え書きをもとにモンタージュ

の源泉を研究していったのだが、その覚え書きの46枚目に次のような記述が

あることをあげている。
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〔B1。46〕W蹴enberg＿M：erseburg＿，　isもBa：h：nkn◎ten．

：Hat　Eisenindustrie，　Chemikalien，　M曲1en，．．．：Luthermuseum。

Schloβkirche　znit　Luthers　und　Melanchtons　Grab．

Eislebe嚢．．．　Bahnkn．oten＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛26》

同じく60枚目には、

〔B1．60〕Quedlinburg，27000　Einw．，　Bahnknoten．．．Glas，：Leder．．．

Schloβkirche　mit　Grabmalern　Heinrichs　I．　u．　Ge王nahlin，　Burg．

S冠dlich　von　Halbestadt，　nbrdlich　von　Aschersleben．．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱

とあることを指摘している。また、フォスは“Schloβkirche鵬it　Grab－

m祝ern　Hei鍵ichs　I。　u。　Gemahli難，　Burg。　Sゼdlich。1．　Ascherslebe：n＿”

という部分に注目し、マンが“Kaisersgrab”（王の墓）と“Aschersleben”

とを結びあわせて“Kaisersaschelバという名を架空の町に与えたのではな

いか、と推測している。
　　　　　　　　　　　　　　　　（28｝

　もかし、カイザースアッシェルンは上記の町からのモンタージュであるの

みならず、マン自身の故郷である：L砧eckの諸特徴をも備えている。それは

カイザースアッシェルンに関する記述と、1945年5月29日に行なわれた講演、

rドイツとドイツ人』の中での：L輪eckの描写が酷似していることからもわ

かるであろう。

　　『ファウストウス博士』

　　　　　　（カイザースアッシェルン）

Aber　in　der：Lufもwar　etwas

酷ngengebliebe：n　v◎n　der　Ver－

fassung　des　Menschengem廊es　i轟

dsn　letzte葺Jahr2e轟nten　des　15。

Jahrhunderts，　Hysterie　des

ausgehende：n　Mittelalters，　etwas

vo：n　latenter　seelischer　Epidemie：

　　『ドイツとドイツ人』

　　　　　　　　　　　　　（リューベック）

Nein，　i：n　der　Aも◎］mosph琶re　selbst

war　eもwas　hangen　geblieben　v◎n

der　Verfass職ng　d鋸MenscheRge．

mu奮es－sagen瓢rl　ln　den　let珈n

Jahrzehnもen　des　15。　Jahrhundents，

Hysterie　des　ausgehenden　Mitte1－

alters，　etwaS　V◎豆1aもe：nもer
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S◎聡derbar呂u　sagen　v◎n　einer

vers癒6ndig－n疑cbもernen艶◎der丑e簸

Stadt＿一口δge　es　ge輝agも

khngen，　aber皿an　konnもe　sic鼓

denken，　daβplδtzlich．　ei：ne

K：inder箔疑g－Bew・eg翌ng，　ein　Sankレ

Vei奮s－Ta塵z，　das．．．　Predige簸

irgerdei鵬s》H翫selei簸《mit＿

Kre昭wunder－Erscheinungen．

und　mys愈ischem　Herumziehen

des　Volkes　hier　ausbr蕊che．

　　　　　　　　　　　　〔鋤

seehscher　Epidemie。　S◎nderbar

箔usage難v◎n　eiRer　versも琶ndig－

n疑。翫eme血m◎demen　Handels－

stadt，　aber　ma簸kon難te　sich

denken，　daβ　plδもzlich　hier　eine

Kinder別g－Bewegu血g，　ein　Sankt－

Veiもs門Tan．z，　eine　Kreu2wun．der－

Ex滋atio：n　mi㌻卑ystische凱

Heru：m滋ehe鍛des．　V◎1kles　oder

dergleichen　ausbr蕊che＿
　　　　　　　　　　　｛301

　更に、カイザースアッシェルンでアードリアンが下宿するかれの叔父、ニ

コラウスの「16世紀にたてられた市民の家」に関する記述は次のようなもの

である◎

　「切妻屋根が物見窓のホうに蝶出しているが、その屋根裏の部屋部屋を計算

にいれないとすると四階からなり＿玄関の上の二階正面には窓が五つあるが、

三階には鎧戸のついた窓が四つあるだけで、この三階から上が居間にな6てお

り、外側は、飾りのない、壁に上塗りもない基礎工事の上に、やはり三階から

木組の装飾が始まっている。」
　　　　　　　　　　｛31｝

　このような家の外見は、N漉unbergのデューラ｝の家のそれと全く符合し

ている。また、カイザースアッシェルンが、ニーチェが少年時代を過した

Naumburgの特徴をも取り入れている、という指摘もある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32｝
　このように数：多くの町からモンタージュされたカイザースアッシェルンと

いう虚構の町がこの小説の中で果たす役割は、ルタ「の、そしてデ鋼一ラー

の極めてドイツ的で中世的な基調を、この物語に与えるζとであるように患

われる◎そして、そのような基調は、言語的にもモンタージ簿されている。

すなわち、ハレ大学の神学部教授クンプと、アードリアンの甥、ネポムクが

使う古いドイツ語においてである。
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　クンプ教授はマンがいうように「ルターがカリカチュア化された人物」で、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛33｝
「うわべを飾らず猫をかぶらず由緒正しき」古めかしい「ドイツ言葉」（die

deutschen　Worもen）を使う◎例えば“HδHe”のかわりに‘‘H311e3’，“alhn琶hlic血”
　　　　　　　　　（34｝
のかわりに“weylinger　Weise”を用いる。更に“Potz　hundert　Gift！’1‘‘Potz

Fickermen七！”といった古風な罵倒文句を口にする。

　また、エヒョーことネポムク少年が使うドイツ語に関しては、例えば

“Regen”（雨）が“Rein”または“Reigeバとなったり、雨が土をうつ様子を、

“erkickt”（ぴちぴちさせる）と形容されたりする。それについて古典学者ツ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（35｝
アイトブロームは次のような説明を加える。

　「わたしは友（アードリアン）に、中世ドイツ語では‘6Reiバもしくは

“Reigeバは、15世紀まで数世紀にわたって‘‘Regen”にかわる言葉であった

こと、それからまた、中高ドイツ語では、爽快にするという意味の“erquicken”

とならんで“erkicken”ないし“erkゼcken”が使われたことを解説した。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）筆者

　このようにネポムク少年自体が、1943年5月4日の日記に関してすでにあ

げたように、マンの実の孫であるフリードをモデルにした一種のモンタージ

ュであると同時に、この少年の話す言葉は、中世ないしそれ以前のドイツ語

からの言語的モンタージュである、といえよう。これについてr成立』には

次のようにある。

　「わたしは結局のところドイツ人気質を扱ったこの作品が、エヒョーという

子供の口を通じて、スイスのドイツ語をこえ、バロックやルターのドイツ語か
　　　　　　　　　　　　　　　（37｝
ら、更に遠く、中高ドイツ語にまで遡る言語的な深化を得たのを見て、夢のよ

うな独特な感動におそわれた。」

　　　　　　　　　　　　　｛38）

　以上のようなモンタージュによって、申世ドイツという時間層が強く印象

づけられることとなり、この物語の時間的奥行が非常に深いものであること

が、読者に銘記されるのである。
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4．

　上記の中世ドイツという時間層につついて明確な層を形成しているのは、

主人公アードリアンの生涯の時間であるエ885年から1940年という層である。

そして、それにつつくのがアードリアンの伝記を執筆するツァイトブローム

の1943年から45年という層である。この二つの層が「ポリフォーンに絡み合

わせ」られているとマンはいうが、ではこの「ポリフォーン」とは、具体的

にはどのような重旋律を意味しているのであろうか。

　アードリアンはハレで過ごした二年間、すなわち1904年からigO5年にかけ

て、キリスト教学生団体『ヴィンフリート』の客員となる。アードリアンと

ツァイトブロームは、そのサークルで知りあったバボリンスキー、ドゥンガ

ースハイム、トイトレーベン、ドイッチュリーンといった学生たちと小旅行

をしながら、神や世界、青春、宗教、そしてドイツの民族性等について議論

をかわす。これらの学生たちの名前はルターの書簡集からとられたものだが、

最後にあげたドイツチュリーン（Deutschlin）は、ルターのオリジナルでは

トイッチュリーン（Teutschlin）であった。“teu七sch”は本来「民族の」を意
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛3窃
毒しており、ドイツ（deu毛sch）の古形であるが、マンがあえてこの青年の
　　の　　の　　　　　む　　　む

名をドイッチュリーンに書き改めたのは、この青年がもつ民族主義証紙向の

叙述に「ドイツ」という語の響きを有機的に結合させる意図があったのだ、

と思われる◎ドイッチュリーンは、ドイツ青年は民族の精神そのものであり、

ドイツの事業は、これまでもそうであったように、これからもある種の未熟

な狂暴から生まれるであろう、という。また宗教生について、かれはキルケ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　デモはニツシユ
ゴールを引き、それを「存在がもつ自然性と魔的なるものとを、その全き活

力において経験し、体験する意志と能力」である、とする。更にそのような
　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱
魔的なものを体験する意志と能力とが、デューラーの銅版画r死・騎士・悪

魔』において、「生への帰依としての、死と悪魔との間の騎行」として描か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（塁1｝
れており、それが極めてドイツ的形象であることをかれは主張する。また、

「ドイツ！」と瞬ぶことによって、ありとあらゆる絆を提供しようというプ

ロパガンダが行なわれているのも、実は本能のなせるわざなのだ、とかれは

いう。そしてそのドイツの本能こそ「心的なものだ」とするのである。こう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　働
いった青年の発言の中に、すでに後のファシズムを先取りした思想が芽を吹
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いていないであろうか。

　学生たちが登場する上に述べたXIV章を内容的に継承しているがXXXIV

章である。この章で鱈アードリアンが下宿をしていた町・ミュンヘンのジク

ストゥス・クリトヴィス家で、教養、教育、学術に携わる人々、アードリア

ン、およびツァイトブロームが参加して行なわれた議論のようすが報告され

ている。この議論に参加する、クリトヴィス家のサロンに集まった人々の実

際のモデルが誰であるか等は、すでにこれまでの研究でほぼ明らかにされて

いるので、それらの文献を参照されたい。さて、この章の時代設定は、第一
　　　　　　　　　　｛農3）
次世界大戦にドイツが敗れ、ヴァイマール体制が一応確立された1919年から

20年頃である。しかし、この議論の内容は、ナチスの権力掌握に直接連なる

再野蛮化（Re－Barbarisierung）の胎動を示すものにほかならない。議論に

加わっていた一人、詩人ツア・ヘーエの詩集は、「予は汝らの劫奪にまかす
　む　　　の　　　　　　　　　　　　

一この世界を」という詩句で閉じられている。第一次世界大戦によって生の
　　　　　　（鋤
諸価値が瓦解し、個人の運命に対する冷淡さは、大戦の四年間にかえって培

養されていた。そして「敗戦によって与えられた国家形態、思いがけずわれ

われドイツ人の手におちてきた自由」であるヴァイマー・ル共和制は、「ほん
　　　　　　　　　　　　　　　　㈲
の一瞬たりとも、所期の新しい情勢のための、真面目に受け取らねばならな

い枠組と考えられたことがなかった」し、また「悪巫山戯として払いのけら
　　　　　　　　　　　　　　　　（46｝
れた」のであった。クリトヴィスらが拠り所とするのは、フランスの政治家、
　　｛荏7》

著述家であるシャルル・アレクシス・ド・トルクグィルによる、自由な諸制

度が必然的に独裁を生む、という理論である。それに基づいてかれらは、ヴ
　　　　　　　　　　　　　　　　（4鋤
アイマール体制のもとで民主的自由を享受しているかのように見える個人と、

個人同様に無力な群衆とは、やがて独裁によって支配されるであろう、と論

じる。また、　r大規模な病人の非保護、生活不能者、精神薄弱者の殺意は、

他日そのような事態になれば、疑いもなく民族衛生学的・種族衛生学的に根

拠づけられるであろう」ことが語られる。この思想が後のアーリア人選民思
　　　　　　　　　　（4窃
想、ユダヤ人虐殺の前提条件であることは明らかである。かれらの主張する

のは、フマニスト、ツァイトブロームから見れば「ひとつの革命的に先祖返

りした世界」、「中世キリスト教文明の遥か彼方に遡り、むしろ、この文明
　　　　　｛501
の成立以前、古代文化の崩壊以後の暗黒時代を招来するであろうような時代」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（51）
であって、そこでは個人という理念に付随する諸価値、すなわち真理、自由、
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権利、理性等が失効させられるのである。

　以上で1905年前後、および1920年前後のドイツにおける支配的な精神状況

をスケッチしてみたが、そのいずれもがファシズムへの無気味な行進を示す

ものであった。これらを伝記の中で綴っていくツァィトブロームの時間、19

43年から45年にかけては、第二次世界大戦もすでに終末期を迎え、ナチス・

ドイツはその崩壊へと転がり落ちて行く。ツァィトブロームは報告する。

　「世界は終末の徴を帯びている、一少くともわれわれドイツ人にとってはそ

うである。ドイツの『千年』の歴史はこの結果によって否定され、不合理とし

て論証され、禍いとして失敗に帰し、邪路として実証されて、虚無の中に、類

例のない破産の中に、轟々と燃えさかる炎の輪舞にかこまれた地獄行の中へ注

ぎ込もうとしている。」

　　　　　　　　　152｝

　「打ち砕かれてぼろぼろになったわれわれの諸都市は、熟れた杏のように落

ちていく。ダルムシュタット、ヴュルッブル久フランクフルトは失われ、マ

ンハイム、カッセル、それにミュンスター、ライプツィヒすらすでに敵の手に

帰している。．．．愚直な人々の胸を高鳴らせたあの国家大祭の市、ニュルンベル

クは降伏した。かつて権力と富と不正とに奢った政府要人たちの間には、自殺

が裁きをとり行いつつ大鎌をふるっている。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛53｝

　二番目の引用にみられるように、ツァイトブロームは事実や歴史的な事件

をモンタージュして、アードリアンの伝記のあい間に組み入れる。そして、

ここにおいてこそ、マンがツァイトブロームをナレーターとして挿入し、時

間的に二重の平面で物語をパラレルに進める可能性を獲得した、という意味

が明らかになろう。つまりそれは、マンによれば、「物語の筆者を執筆中に

震撚させる現在の体験と、かれが報告する過去の体験」との重層化によって、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　154）
語り手の「手が頭えるのは、遠方の爆撃の震動と心中の恐怖とのせいである

というように、二義的に説明されるとともに、また、一義的にも説明される

ようにする、という可能性」が開かれているのである。
　　　　　　　　　　　　　（55｝
　ただ、ここにあげたのは、アードリアンの時間におけるナチズムへの胎動

と、ツァイトブロームが筆を進めている間におこりつつあるドイツの崩壊と
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いう、明らかに異った時間平面での「ポリフォーン」に限られている。とい

うのも、アードリアンの生涯の時間内部でも、時代の状況とパラレルに進行

している物語が見られるからである。

　例えば、XXXIV章で展開される、上にあげたクリトヴィス家でのファシ

ズム談議は、アードリアンがrデューラーノ木版画ニヨル黙示録』、この「神

学的にネガテ仁フな・血嫉もない騰を冷酷に実証する袖「嘲り勝

利とに酔った…地獄の喚笑」という性格をもつオラトリオを作曲していた時
　　　　　　　　　　　　　｛57｝
期に相応する。XXXIV章は三つの小国（XXXIV，　Fortsetzung，　Schluβ）か

らなり、クリトヴィス家でのファシズム談議を挾んで前後に、この黙示録オ

ラトリオの分析がなされているのだが、このような章構成についてマンは

『成立』に次のように述べている。

　「レーヴァーキューンの黙示録オラトリオを読者に納得させるように、現実

そのままに、本当に現実そのものだと思い込ませるように描写するということ

で＿どうしても連続した三つの章を設けるよりほか方法がなかった。というの

も、レーヴァーキューンの、この非道な終末作品の分析を、それと無気味なつ

ながりをもつ善良なッァイトブロームの時代体験（クリトヴィス家における最

も悪質なファシズム談話）の叙述と絡み合わせたい、ということが、やはりわ

たしの抜きがたい考えだったからである。．．．」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）は原文にある。

　また、マリー。ゴドーなる女性に、アードリアンのホモ・エローティッシ

ュな友人、ルーディーをアードリアン自身の代理人として求婚に遣わせた結

果、マリーとルーディーが婚約してしまう、というシェイクスピアからモン

タージュされた挿話と、それにつつく、ルーディーの愛人、イーネスによる
　　　　　　　｛5瞬

ルーディ射殺事件、そして、ネポムク少年の恐ろしくも悲しい死といった、

アードリアンをめぐる人々の不幸な物語と時代との平行関係について、ツァ

イトブ画一ムは次のようにコメントする。

　「それにしても時代は一執筆しつつあるわたしをっつんでいる時代と、こ

の伝記の空間をなしている時代とは、独特に結びつく量というのは、わたしの
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主人公の精神生活における最後の数：年、かれの結婚計画が挫折し、友人が失わ

れ、かれのもとに来たすばらしい子供が奪われてのちの、この1929年と1930年

との両年は、やがてこの国を手中におさめ、いま血と炎との中で没落しつつあ

るものが、すでに擾頭してその魔手を伸ばしつつあった年に当たるのである。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圃

　上の二つの引用からもわかるように、アードリアンの時間層の内部におい

ても、ファシズムへの暗い行進と、アードリアンにつきまとう不気味さとが

パラレルに語られているといえよう。ただ、この小論では異なった時閤層の

重層化ということが中心問題であるので、アードリアンの生涯の時間内にお

ける物語については、上記の二例にとどめておこう。

5．

　これまでに明確となった時間層は、カイザースアッシェルンに代表される

中世ドイツ、アードリアンの生涯の時間、そしてツァイトブロームの執筆時

間という三つの層である。後の二つが非常に密接に絡みあっていることはす

でに述べたが、第一の層、中世ドイツと、第二、第三の層とは、どのような

関係にあるのであろうか。

　ここでわたしたちは、中世ドイツという時代と、ファシズムのドイツを生

きたアードリアンやツァイトブロームの時代、この5⑪0年の歴史が、マンの

rファウストゥス博士』では、ドイツ人の心の奥深いところを流れる水脈の

ようなもので密かに結びあわされているのに気がつく。この水脈は小説のあ

ちらこちらにはりめぐらされており、それらの伏流水が収束して姿を顕にす

るのが、「悪魔」というアレゴーリッシュな形象にほかならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
　アードリアンの父、ヨナタン・レーヴァーキューンは「四大」を思索する

中世神秘主義的傾向をもつ。また、かれの蔵書の一つである昆虫の毒々しい

彩色図鑑に載っていた、翅が薄いガラス状をした蛾、ヘタエラ・エスメラル

ダは、後に裸形が透けて見える娼婦の形象となり、悪魔との契約そのものの

伏線となっている。カイザースアッシェルンという町自体も、「潜在的流行

性精神病」の雰囲気を色濃く残しており、魔女や悪魔の系譜と通じている。
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アードリアンは悪魔の実在を否定しながらも、「カイザースアッシェルンで

ならば、あんたを認めもしただろう」という。アードリアン自身にも、奇矯
　　　　　　　　　　　　　　　　｛61｝
な笑いの衝動、ヨナタンから受け継いだ偏頭痛など、不気味な性質があり、

また、悪魔の属性の一つであるr冷気」を、アードリアン自身が発散してい

ることが繰り返し述べられる。更に、ハレ大学のクンプ教授は、先にあげた

ように、古めかしい「ドイツ言葉」を話すナショナリストであると同時に、

宗教的には、悪魔信仰をも妨げないリベラリストでもある。クンプの古めか

しいドイツ語はそのまま悪魔が用いることばに受け継がれている。また、同

じくハレ大学の講師、シュレップフースは、悪魔に、クンプが与えたそれを

遥かに凌駕する実在性を付与しており、宗教心理的自由とは、悪霊たちと自

由に交わる自由である、とする。

　このように、ヨナタンという中世的、カイザースアッシェルン的ドイツ神

秘主義の信奉者、ルターのカリカチュアであるクンプ、シェレップフースな

る「疑わしい」（bedenklich）教師といった、アードリアンをめぐる人々や、
　　　　　　　　　　　　（62｝
アードリアン自身には、常に悪魔との親近性という特性がつきまとっている。

悪魔自身も、自分がドイツ人の歴史と古くから関わりがあることを口にする。

悪魔は、自分は様々な緯名で呼ばれているが、「それはつまり、僕の深くド

イツ人的な人気のせいなのだ」という。また、「確かに僕はドイツ的だ、純
　　　　　　　　　　　　　｛6鋤
ドイツ的だといってもいい」とうそぶく。カイザースアッシェルン的ドイツ
　　　　　　　　　　　　翻
がいかに悪魔的なものかは、次の引用からも明らかになろう。

　「タウバータールのニクラウスハウゼンに現れた聖血への巡礼の群れ、少年

十字軍、血を流す祭餅、磯饅、農民一揆、戦争、ケルンのペスト、流星、彗星、

重大な前兆、聖痕のある尼僧たち、人々の衣服に現われる十字架、群衆は奇妙

な十字架の印をつけた乙女の肌着を旗としてトルコ遠征を企てる。よき時代、

悪魔的にドイツ的な時代だ（verteufelt　de疑もsche　Zeiの奮」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圃

　このような悪魔的中世が、ファシズムが猛威を奮うアードリアンの時代と、

それによってドイツが破滅していくツァイトブロームの時代の原画となって

いる、いいかえれば、ファシズムの根が、深くドイツ人の中世以来のデモー

ニッシュな心性につきささっていることが述べられているのが、講演rドイ
　　　※※
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ッとドイツ人』であろう。

　この講演では、「抽象的で神秘的」なドイツ人の性向、「ドイツ人のおそ
　　　　　　　　　　　　　　　　｛66｝
らく最も有名な特徴」である内面性（lnnerlichkeit）、そしてその発露として
　　　　　　　　　｛67｝
のロマン派が、「ある種の暗い力強さ」をもち、自らを「非合理でデモー二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6鋤
ッシュな力に、すなわち、生の本来の源泉に近いもの」と感じていること、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲
などが述べられるが、このようなマンのドイツ人観が最もよく集約されてい

るのが次の箇所であろう。

　「ドイツ的心情とデモーニッシュなものとの密かな結びつきの問題、もちろ

んわたしの内的体験によることでありますが、簡単には主張しえないこの問題

を暗示することが、わたしにとって重要だからでしょうか．．．知性の高慢さが

心情の古代的偏狭さと合体する時、そこに悪魔が生まれます。そして悪魔は、

ルターの悪魔も、ファウストの悪魔も、わたしには極めてドイツ的形象のよう

に思えてなりません。悪魔との盟約、魂の救いを放棄して、しばしの間この世

のあらゆる富と権力とを手に入れるために悪魔に身を売り渡すことは、ドイツ

的本質に何か独特に近いところがあるように思われるのです。．．．ドイツが文字

通り悪魔にさらわれている今日こそ、ドイツをこのようなイメージでとらえる

のに、まさにふさわしい瞬：間ではないでしょうか。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲

　以上からもわかるように、rファウストゥス博士』における中世、アード

リアンの時間、ツァイトブロームの時間という三つの時間層は、内容的に、

悪魔という形象にこめられた「デモーニッシュなもの」で貫かれているとい

えよう。

　そして、それが形式的にどう表現されているのか、という問題に目を転ず

ると、わたしたちは再びモンタージュという手法に思いいたる。すなわち、

中世ドイツ的形象、中高ドイツ語、ルターの著作やデューラーの作品からの

モンタージュ、そして一方では、アードリアンを現代に実在する人物として

「現実化」するために、実在の人物や実際の事件を「無遠慮に取り入れる」

モンタージュ、そして、ツァイトブロームが行う、第二次世界大戦の戦況か

らのモンタージュといったように、歴史的に隔たりのあるものを組み合わせ、

それによって新しい配列を構成すること、和音のように「水平的なものを垂
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直的に・継起的なものを同時的なものに作り変える471Fと・これが・この小

説の「理念」に属するとされるモンタージュ技法の機能ではないであろうか。

つまり、総体的・連続的な歴史の流れを挿しとどめ、部分的かっ非連続な認

識で構成しなおすことによって、読者に対して新しい視点を提供することが

可能になる、すなわち、現在がよってきている過去と、過去の積み重ねの上

にある現在とを、同時並列的に観察する視点が、読者に与えられるのではな

いであろうか。rファウストゥス博士』の読者はそれによって、中世ドイツ、

ファシズムのドイツ、ドイツの崩壊という歴史の流れを、同時並列的に鳥絶

する視点に立つことが可能となり、そこにこそ、自らが今ある現在を批判し、

未来が進むべき方向をさぐるという、生産的な行為が生まれてくる契機があ

るように思われる。

6．

　マンがrファウストゥス博士』で示したドイツ人観は、それではドイツの

中世以来の歴史を「デモーニッシュなもの」とっきはなし、全くネガティブ

なものに帰してしまうペシミズムであったのか。1944年の6月23日にアメリ

カの市民権を得たマンが、遠い祖国・ドイツを、自分とは縁のないものとし

て、断罪するものであったのか。

　いや、そうとはいえまい。「ドイツを弁護し、弁明することは、ドイツに

生をうけたものにとって、今日確かに気のきいた企てではない」とし、ツァ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7勃
イトブロームには、「この血の国家が、われわれの民族の本性には全く異質

なもの、外から強制されたものであって、民族の本性に根ざすものではない

と、大胆にも主張しようとする祖国愛一一このような祖国愛はわたしには、

良心的というよりも、いい気なものだと思われる」といわせるマンは、「ド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7鋤　　　　　　．．
イツ人として生まれたからには、ドイツの運命と罪とに関係がある」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛7切
では傍点部分が斜字体）と、自分にも罪の一端があるとしている。そして、

「自国民について真理を語ろうとする場合、それは自己検証の所産以外のも

のではあり得ない」というのである。それゆえに、ドイツを論じたこの小説
　　　　　　　　㈲
も、ドイツに対する「測り知れぬほどの憎悪に迎合して、裁判官の役割を演じ、
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ドイツを罵倒し、呪い、自分はあの海の彼方の、悪しき、罪深きドイツとは

全く別物である」と逃げ口上を弄するものではさらさらなく、「自己検証」、
　　　　　　　⑯
自分の中にある知性の高慢、抽象的で神秘的な心姓、非合理なものへの接近

といったドイツ的心情の克服と、自分の生きた時代への批判との小説である

といえよう。マンは確かに、ドイツ的なるもの、ドイツ的内面性やロマン派

が結んだ豊かな果実を高く評価する。

　「世界がこのドイツ人の内面性に負うているものを、世界は今日といえども

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リリ
忘れることはできません。ドイツの形而上学、ドイツ音楽、とりわけドイツ歌

き

曲の奇蹟、民族的に完全に一回だけのもの、比類なきもの、．これがその果実で

あります。」

　　　　（7の

しかし、それが非合理化し、実際的な政治能力の麻痺、ドイツの血と国家の

神聖視を招来し、ナチズムへと注ぎ込んでいった歴史の流れについて、マン

は次のように記述する。

　　　「この歴史は一つのことをわたしたちの肝に銘じさせるかも知れません。そ

　　れは、，・悪しきドイツと良きドイツと、二つのドイツがあるのではない、という

　　こと、ドイツは一つだけであり、その最良のものが悪魔の好策にかかって悪し

　　きものになったのだ、ということであります。悪しきドイツ、それは道を失っ

　　た良きドイツ、不幸と罪と破滅の中にある良きドイツであります。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛78）

　　　　　レプレゼンタント
　自らがその代表者といわれている文化的なドイツ、「良きドイツ」が、ナ

チズムのドイツと別物ではないという認識、自分は局外者としてドイツを断

罪する裁判官ではなく、ドイツを語ることが即、自己を検証することである、

という姿勢、これらがマンをして、この小説の完成直後の日記に、「わたし

はこのモラーリッシュな業績を認める」と書かせたものではないだろうか。

つまり、マンにとって自己を克服し、時代を批判し、未来を模索する原動力

を与え得たものは、ほかならぬこのモラルであったのである。
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注

略記について

M。：Thomas　Mann；0εsαη鵬eZ古εWθrゐεεπ伽ε2ε加磁認επ，

　S．Fischer　Verlag，1974．

例えば　M．VIは同全集の第VI巻をさす。

Ent．：Thonlas　Mann；翫診sεθ勧㎎dθs　1）o玩or．Fl磁s‘脳s，．Ro疏αη幽εs

　Roη2απs，　Fischer　Verlag，1949．

ω　整数を正方形に並べてこの縦。横・斜めの

　和がすべて等しくなるようにしたもの。アル

　ブレヒト・デューラーの『メランコリア』

　（1514年）に描かれているのは四方陣で各方

　向の和は34である。（右図参照）

｛21・Mann，　Thomas：7bgθ随。ゐθr　1941－43，

　Fischer　Verlag，1982。　S．42

③　　Ebd。　s．489

（4｝　Ebd．　s．549

《5）　Ebd．　s．550f．f．

（6｝　Ebd．　s。570

（7）　Ebd．　s．572

（8｝　Ebd。　s．576

（9｝　Ent．　s．29

縫窃　Ma簸n，　Thoπ｝as：鞠εゐ彦。ゐεr　1941－43．　s．579

q1｝　Ent．　s。32

（12》　Ebd．　s。32

（13）　Ebd．　s．32

q4）　Ebd。　s．32

α5）　Ebd．　s．32

α6｝　Ebd。　s．33

⑬・Ebd．　s．33　原文では強調部分が隔字体。

16 3 2 13

5 10 11 8

9 6 7 エ2

4 15 14 1
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⑱

⑲

⑳

⑳

⑳

㈱

　　ローの

（2の

　　Verlag，　Tublngen

　　ある。

　　　　“Diese　weit　gefasste　und　vage　Verwendung　des　Wortes　Montage

　　geht　in　Manns　Terminologie　zum　Begriff‘Zitat’Uber　und　f琶ilt

　　mitu：nter　mit　diesem　zusammen。”

（23　Voss，　Lieselotte：P‘θ翫孟8オε1地㎎hひ。η，1偽。η乙αs砿αππ8

　　EoπLαη，》Po配or角拐8加s《，　Niemeyer　Verlag，丁護bipgen，1975。　s。47

　　f。f。

㈱
（2乃

（28

（29

（3⑭

（3の

（32

Ebd．　s．33

E’bd。　s。33

Ebd．　s。34

Ebd。　s。34

Ebd。　s。35

M．VI：s。635これは『テムペスト』第五幕一場の最後にあるプロスペ

　　　台詞である。

Bergsten，　Gunilla：Zん。鷹αs　1レf飢π81）o醜or　Fαμ8加s，　Niemeyer

　　　　　　’●．　，1974．s．14f。　にはこれについて、次のような記述が

Ebd．　s。48

Ebd。　s。48

Ebd．　s．49

M．VI：s。51　f。

M．XI：s。1130

M。VI：s。55

Bergsten，　Gunilla ：a．a。0．　s．176

　　には次のようにある。

　　　　“Der　symbolische　Geha1七von

　　Kaisersasascher：n　wird　wei毛erhin

　　durch　Ank1琶：nge　an：L蓑beck，　die

　　Heimatsstadt　Manns，　an　das

　　N鍛rnberg　Dゼrers　und　an、　das

　　Naumburg　Nietzsches　bereichert．

（33　Ent。：s。66
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（34M．　VI：s．129

（35　Ebd．　s。622

13㊧　Ebd．　s。622

βη　ネポムク少年はスイスで育つという設定になっている。

侶9　E：nt．：s．191

㈱Vg1。　Mendelss◎hn，　Pe七er　de：1＞αc妨ε薦ε漉協g磯鍬％o疏磁s．Mα競，

　Fischer　Tasche：nbuch，1982。　s．155

働M．VI：s。160

睦1》　Ebd。　s。160

縫2｝　Ebd。　s。167

⑬例えばBergsten，　a．　a。0．　s．31　f．f．，　Mendelssohn，　a．　a．0．　s．173等。

幽M．VI：s．483原文では‘‘die　Welt　3’が斜字体である。

俊診　Ebd。　s。485

（46）　Ebd．　s。485

（47）　Ebd．　s。485

鯉丁◎cqueville，　Charles　Alexis　Henri　C16rel　de；（1805年から1859年）。フ

　ランスの政治家、著述家。1841年、アカデミー・フランセーズ会員。1850

　年に出版されたし’απCε飢鵡9加eεεZαr6ひ。醜‘0πでここに引用されてい

　る理論を展開している。すなわち、アンシャン・レジームを倒すことによ

　って、匿名で孤独な個々人の集団である大衆が社会を構成することとなつ

　たが、それが独裁政治を生む温床になる危険があるとした。

㈲M。VI：s．491　f。

も0》　Ebd、　s．489

（51）　Ebd。　s。492

（52｝　Ebd。　s．599

（53　E’bd。　s。636

64）　Enも。：s。32　f。

15ξl　Ebd。　s．33

鱒M。VI：s。479

1571　Ebd。　s．502

｛581・・Ent．：s．131
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働

㈹

剛

62

㈹

嗣

㈱

㈹

繍

囎

㈹

㈲

㈹

㈱

㈱

㈲

㈲

⑯

17の

㈱

㈲

Vg1。　Ent：s．34

M．VI：s．639

Ebd。　s。301

Ebd。　s。149

Ebd．　s。301

Ebd。　s。302

Ebd．　s。308　f。

M．XI：s。1141

Ebd。　s。1141　f．，

Ebd．　s．1142

Ebd．　s。1143

Ebd。　s。1131

M。VI：s。101

M。XI：s．1128

M．VI：s。639

M。XI：s。1128

Ebd。　s。1128

Ebd。　s。1128

Ebd．　s。1142

Ebd。　s。1146

Ent。：s。202

なお、訳文に関しては新潮社版トーマス・マン全集を参考にした。

※，※※

　　デーモン（D蕊mon）および悪魔（TeufeDの両者の差異について少し言

　及しておかねばなるまい。

　　デーモンとは、合理性を超えでているという意味で聖なる、超人間的な、

　しかし神的とまではいたらない諸力をさし、ほとんどの宗教ではそのよう．

　な力の存在が認められている。デーモン、あるいはデモーニッシュな力は、

　人間の運命にとってほとんどの場合ネガティーフな作用をひきおこすが、

　時にはポジティーフに働きかけることもある、とされている。マンがゲー
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テを「都会的に洗練されたデモニー」（『ドイツとドイツ人』より）と呼ぶ

場合などは、後者の意味、つまり、ポジティーフな意味における超人間性

をさしていると思われる。

　一方、悪魔は反神的な諸力の人称化された概念であり、その形姿は、キ

リスト教の領域ではSatan（“Widersacher　Gottes”）にまで遡る。しかし、

それにゾロアスター教二元論における悪神アーリマンやギリシア神話中の

パン神、人間と神との中間的存在であるサテユロス等の形姿が影響を及ぼ

したと考えられている。

　以上のことをまとめると、悪魔は、デーモンという神一人中間的諸力の、

人称化された、キリスト教的一形態で、専ら反神的でネガティーフな面を

具象している、といえよう。つまり、その由来から考えれば、デーモンは

悪魔の上位概念といえる。
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